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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 
学校名 愛国学園大学 

設置者名 学校法人 愛国学園 理事長 織田 奈美 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間文化学部 

人間文化学科 

（生活文化福祉

コース） 

夜 ・

通信 

 

2 

16 18 13  

人間文化学科 

（国際情報ビジ

ネスコース） 

夜 ・

通信 
12 14 13  

 

 
夜 ・

通信 
 

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考）人間文化学部人間文化学科に「生活文化福祉コース」及び「国際情報ビジネ

スコース」を置き、それぞれ専攻科目を開設しているが、学生は希望に応じて所属コ

ース以外の専攻科目を履修することができる体制としている。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

大学ホームページの「学部紹介」→「教育課程の体系性」で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/faculty/curriculum 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 無し 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 愛国学園大学 

設置者名 学校法人愛国学園 理事長 織田 奈美 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ホームページの「大学概要」→「教育情報の公表」→「事業概要・財務情報」に

役員（理事・監事）一覧を掲載 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/disc 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

元文部大臣・農林水産大

臣 現日本プロスポー

ツ協会会長 

H29.11.3 

～ 

R3.11.2 

学校法人の 

運営全般 

非常勤 
元会計検査院事務総長 

現公会計研究協会会長 

H30.9.15 

～ 

R4.9.14 

学校法人の 

運営全般 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 愛国学園大学 

設置者名 学校法人 愛国学園 理事長 織田奈美 

 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

毎年作成する「講義要録 SYLLABUS」には、「科目名」「担当教員」「科目区分」「開

講期間」「曜日・時限」「授業形態」「単位数」「授業概要」「学習の到達目標及び学習の

成果」「事前及び事後の学習」「授業スケジュール」「使用教科書」「参考書・資料」「成

績評価方法」「成績評価基準」「履修上の注意事項や学習上の助言」等の項目を設けて

記述している。 

「講義要録 SYLLABUS」は、次年度用を前年の 10月から教務委員会において検討を 

開始し、各授業担当教員作成を指示し、提出された各授業科目のシラバスの内容の確

認・調整を行ったうえで学長により決定している。決定後は、印刷製本のうえ、学生、

教職員全体（非常勤講師を含む。）に配付して周知を図っている。学生に対しては、年

度初めのガイダンスにおいて、同時に配付する「履修案内」冊子とともに、授業の内

容、学習の到達目標及び成果、成績評価の方法や基準、授業の形態、年間の授業計画、

諸行事等について説明を行っている。学生は、これらに基づき当該年度の履修登録を

行うが、ガイダンスでの履修登録の方法等の全体指導とともに、クラス担任教員及び

学務課職員からの個別指導も行って、学生の円滑な履修に努めている。 

学修成果の評価は、愛国学園大学学業成績判定に関する規程に基づき、定期試験、

臨時試験、レポート及び平常成績などを総合して判定することとしている。学業成績

は 100点をもって満点とし、判定の評価は、A（100～80点）、B（79～60点）、C（59～

50 点）、D（49 点以下）として、A、B 及び C の評価を得た科目については、所定の単

位を認定する。また、卒業年次の定期試験に不合格であった者で、3 科目 6 単位以内

の修得単位不足のため卒業資格を得ることができない者については再試験を受ける

ことができる。これらの試験制度については、入学時のガイダンスにおいて、大学で

の履修、単位、試験、その他の学修や学生生活について解説した「履修案内」を配付

し、説明を行っている。 

上述のとおり「講義要録 SYLLABUS」は、毎年冊子として学生、教職員全員（非常

勤講師を含む。）に配付して周知徹底を図るとともに、大学ホームページに掲載して外

部にも公表している。 

 

 

 

 

 

授業計画書の公表方法 

大学ホームページの「学部紹介」→「教育課程の体系性」で

シラバスを公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/faculty/curriculum 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/faculty/curriculum
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２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果

を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学生の学習意欲の把握に関しては、授業への出席状況を把握することが重要である

との認識から、本学では、各授業担当者が授業ごとに出席状況を確認しており、授業

期間中は毎月学務課から各教員に対して出席不良者の状況について調査・報告を求め

ており、その調査結果が学務課を通じてクラス担任に報告され、クラス担任が当該学

生に必要な指導を行っている。その結果は、学務課に情報として記録されており、そ

の情報は必要に応じて共有されている。 

学修成果の評価については、愛国学園大学学業成績判定に関する規程に基づき、定

期試験、臨時試験、レポート及び平常成績などを総合して判定することとしている。

学業成績は 100点をもって満点とし、判定の評価は、A（100～80点）、B（79～60点）、

C（59～50点）、D（49点以下）として、A、B及び Cの評価を得た科目については、所

定の単位を認定することとしている。 

各授業科目の単位認定は、各担当教員が、「講義要録 SYLLABUS」に記載された「成

績評価方法」及び「成績評価基準」に基づき厳正に行っている。 

また、本学の卒業認定については、本学に４年以上在学し、所要の単位を修得する

とともに、「卒業研究」として、「人間文化演習」（コ―ス必修科目を足掛かりにして、

卒業研究の準備をなす科目で２単位を必修として修得する。）、「卒業研究演習」（人間

文化演習を踏まえて卒業研究を行う科目で２単位を必修として修得する。）、及び「卒

業論文」（卒業研究の成果として作成するもので必修として 4単位修得する。）を修め

ることが必要である。卒業に当たっては、教授会において、学則に定める単位を修得

し、卒業研究を修了していることを確認し、一人一人の学生について個別に審査を行

って、学長が卒業を認定し、「学士（人間文化学）」の学位を授与している。 

なお、卒業年次の定期試験に不合格であった者で、3 科目 6 単位以内の修得単位不

足のため卒業資格を得ることができない者については、再試験を受けることができ

る。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、成績評価の客観的な指標として GPA 制度を導入し、以下のように対応

することとしている。 

① GPA 制度の導入 

GPA は、学生の全履修科目を対象とすること。また、単位数を踏まえた加重平均

で GPA を算出すること。このことにより，学生の全学修成果を的確に評価するこ

とが可能になる。 

・ 学修成果を正確に把握するために、GP は 0.1 刻みで算出することにした。 

・ 前学期までの GPA と今学期の成績を踏まえた GPA を記載。毎学期、GPA つ

きの成績表を交付することで、学期ごとの進捗が的確・客観的に評価できる

ようにすること。 

② GPA 制度の公表等 

・ GPA 制度を創設するに当たり、実施要領を定め、これをホームページでも公

表すること。 

・ GPA 制度と普段の授業・定期試験などが連動して効果を上げるよう，全教員

参加の研修会を年複数回開き、内容を周知徹底。改善にも繋がる取り組みを

行うこと。 

③ 成績の分布状況 

・ 成績表の中に GPA を記すことで、学生に自己の GPA を知らせるにとどまら

ず、全学の平均 GPA 等を知らせること。このことにより、学期ごとの進捗の

みならず、全体の中での自分の位置を知ることができること。 

・ 方法としては、学内の掲示など、適切な方法で行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大学ホームページの「学部紹介」→「規程」→「学修の成果

に係る評価基準」及び同「学部紹介」→「教育課程の体系性」

で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/faculty/rules 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/faculty/curriculum 
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４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の趣旨に則り、本学園の建学の精神を旨とし、

幅広い教養と人間文化に関する高度の知識と学芸を教授研究し、我が国の文化の発展

に貢献するとともに、専門性を持った人間性豊かな女性としての能力を身につけるこ

とを目的としている。さらに人間文化学部人間文化学科の教育目的として、①基礎的

知識や自己表現力を養いつつ、自己の潜在能力を発見し、問題解決に立ち向かう能力、

②授業科目の履修及び卒業論文の作成を通して獲得する幅広い知識を活用し、論理

的、批判的なものの見方を養い、課題を探求する能力、及び③豊かな人間性と倫理観

をもって社会の発展に貢献できる能力、を養うとしており、これらのもとに、教育課

程及び履修方法、単位計算・授与等を定め、次いで卒業及び学位について学則におい

て定めている。 

 本学人間文化学部人間文化学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）は、学生

に配付する「履修案内」冊子に教育方針として掲げており、4 月当初に実施するガイ

ダンスにおいて説明して周知するとともに、学外に対しては、ディプロマポリシー（卒

業認定・学位授与の方針）として本学ホームページに公開している。 

本学の卒業認定は、本学に４年以上在学し、所要の単位を修得するとともに、「卒業

研究」として、「人間文化演習」（コ―ス必修科目を足掛かりにして、卒業研究の準備

をなす科目で２単位を必修として修得する。）、「卒業研究演習」（人間文化演習を踏ま

えて卒業研究を行う科目で２単位を必修として修得する。）、及び「卒業論文」（卒業研

究の成果として作成するもので必修として 4 単位修得する。）を修めることが必要で

ある。卒業に当たっては、教授会において、学則に定める単位を修得し、卒業研究を

修了していることを確認し、ディプロマ・ポリシーの定めを踏まえて、一人一人の学

生について個別に審査を行って、学長が卒業を認定し、「学士（人間文化学）」の学位

を授与している。 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
大学ホームページの「大学概要」→「教育方針」で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/policy 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 愛国学園大学 

設置者名 学校法人 愛国学園 理事長 織田奈美 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
大学ホームページの「大学概要」→「教育情報の公

表」→「事業概要・財務状況」で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/disc 

収支計算書又は損益計算書 
大学ホームページの「大学概要」→「教育情報の公

表」→「事業概要・財務状況」で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/disc 

財産目録 
大学ホームページの「大学概要」→「教育情報の公

表」→「事業概要・財務状況」で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/disc 

事業報告書 
大学ホームページの「大学概要」→「教育情報の公

表」→「事業概要・財務状況」で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/disc 

監事による監査報告（書） 
大学ホームページの「大学概要」→「教育情報の公

表」→「事業概要・財務状況」で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/disc 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 
大学ホームページの「大学概要」→「教育情報の公表」→「自己点検・評価報告書」で公

表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/disc 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法： 

大学ホームページの「大学概要」→「教育情報の公表」→「日本高等教育評価機構に

よる評価について」で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/disc 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間文化学部 

教育研究上の目的（公表方法：大学ホームページの「大学概要」→「教育情報の公表」

→「教育方針」→「人間文化学部・人間文化学科の教育研究上の目的」として公表） 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/policy                       

（概要） 

本学の教育研究全般の目的としては、学則第 1 条において「本学は、教育基本法及

び学校教育法の趣旨に則り、本学園の建学の精神を旨とし、幅広い教養と人間文化に

関する高度の知識と学芸を教授研究し、我が国の文化の発展に貢献するとともに、専

門性を持った人間性豊かな女性を育成することを目的とする。」と定めている。 

また、人間文化学部人間文化学科の教育目的として、次のとおり定めている。 

① 基礎的知識や自己表現力を養いつつ、自己の潜在能力を発見し、問題解決に立ち

向かう能力を養う。 

② 授業科目の履修及び卒業論文の作成を通して獲得する幅広い知識を活用し、論理

的、批判的なものの見方を養い、課題を探求する能力を養う。 

③ 豊かな人間性と倫理観をもって社会の発展に貢献できる能力を養う。 
 

 

 

 

 

 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページの「大学概要」→「教育方針」

に「ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）」として公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/policy 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の趣旨に則り、本学園の建学の精神を旨とし、幅広

い教養と人間文化に関する高度の知識と学芸を教授研究し、我が国の文化の発展に貢献す

るとともに、専門性を持った人間性豊かな女性を育成することを目的としている。 

 学業を修め、以下のような能力を身につけ、所定（合計 126 単位以上）の単位を取得し

た学生には、卒業を認めることとしている。 

① カリキュラムの履修を通して、基礎的知識や自己表現能力を養いつつ、自己の潜在能

力を発見することを学び、さまざまな問題解決に立ち向かう能力。 

② 4 年間にわたって履修した授業科目及び卒業論文の作成を通して獲得する幅広い知

識を活用し、論理的、批判的なものの見方を養い、課題を探求する能力。 

③ 豊かな人間性と倫理観を持って社会の発展に貢献できる能力。 

④ 生活文化福祉コースにおいては人間・文化、生活科学、環境・福祉に関する、国際情 

 報ビジネスコースにおいては国際協力、情報科学、ビジネス経営に関する知識・知見 

 を身につけ、社会で活躍できる能力。 
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教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページの「大学概要」→

「教育方針」に「カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）」として公表） 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/policy 

（概要） 

本学は、建学の精神に基づき「専門性を持つとともに豊かな教養と感性を身に付けた女

性の育成」のために、以下のような方針に基づいてカリキュラムを編成している。 

① 幅広い教養と専門教育への導入となる専門基礎を学修するために共通科目を開設す

る。各授業科目には必修科目、選択必修科目と選択科目を設けている。共通科目は、人

間文化学部の学生として身につけておくべき知識や様々な能力を学修するための共通

科目（必修）、コミュニケーションスキルとしての外国語科目、情報科学能力を養うた

めのコンピュータ利用科目、社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力を養う

ためのキャリア支援科目、さらにスポーツとその文化に興味を持ち、生涯にわたって健 

康に関心を持ち続けるためのスポーツ文化健康科目を開設する。 

② 人間文化学科に生活文化福祉コースと国際情報ビジネスコースを設置し、専門的な

方法論と知識を体系的に修得するための専攻科目を開設する。各コースには必修科目と

選択科目を設け、学生は自律的な履修計画に基づき学習を進める。さらに専攻分野を超

えて学際的な視点を養うため、他コースの専門科目も選択科目として修得できるカリキ

ュラムを編成する。 

③  外国人留学生の日本語能力の向上を図るために外国人留学生特設科目を設ける。 

④ 女性がその能力を開花させるための一助として、女性の視点に立つ授業科目を複数

開講する。 

⑤ 身につけた知識を活用し、問題解決能力を養うため実践研究科目として、少人数によ

る人間文化演習、卒業研究演習を開講し、卒業論文の作成を課す。 

以上の教育課程を通じて、次のような人材の育成を目指す。 

＜生活文化福祉コース＞： 

人間の心と行動を理解する心理学と、日本及び諸外国の言語文化や芸術分野を学び、

豊かな心を持つ人材。衣食住の生活科学の知識を身につけ、環境や福祉について学び、

社会で活躍できる人材。 

＜国際情報ビジネスコース＞： 

国際的な感覚を身につけ、実践力としての情報処理能力とビジネス・スキルを学び、

社会における即戦力となる人材。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページの「大学概要」→「教育方

針」に「アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）」として公表） 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/policy 

（概要） 

本学は、建学の精神に基づき、社会で活躍し、良き家庭人として成長する女性の育成を

目指した、専門性を備えたリベラルアーツ型の教育を行う。本学は、次のような学生を積

極的に受け入れる。 

①  高等学校までの教育課程を通じて身につけなければならない基礎学力を備えている

女性。 

② 愛国学園の建学の精神を尊重し、学習意欲を持つ女性。 

③ 人間、文化に関心を持ち、家庭から地域社会・国際社会までの広い視野と、現代社会

における諸問題を解決する意欲を持つ女性。 

④ 本学で学修した成果を社会で生かしたいと考えている女性。 

  

上記の女性に門戸を開くために、推薦入学試験、A.O.入学試験、一般入学試験、編入学 

試験、外国人留学生入学試験、外国人留学生編入学試験を実施している。 
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②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大学ホームページの「大学概要」及び「大学概要」→「沿革及び組織図」→

「愛国学園大学の教育研究組織図」として公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/faculty 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/275 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ １人 － １人 

人間文化学部 － ９人 ８人 １人 ０人 ０人 １８人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

１人 １１人 １２人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：大学ホームページの「学部紹介」→「教員紹介」

で公表 
https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/ faculty/intro 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 本学では教育の質の向上を目指して、FD委員会を設置しており、毎月の委員会で授業内

容・方法の改善、授業評価、その他の教育内容等の改善について検討を行っている。 

 学生を対象とした「授業評価アンケート」は、毎年、講義科目用及び演習科目用のアン

ケート用紙により実施し、その結果を各教員に通知し、それを受けて教員は自己評価を行

って課題の分析と改善策を検討して「自己評価・分析シート」を作成することとしている。 

 このほか、学生を対象とした「教育環境調査」は、隔年で実施しており、教室の環境、

教室の機器備品、大学施設の利便性等について学生の満足度を確認している。自由記述に

ついては、事務局等により一つ一つ対応方針を検討し、対応状況や方針を集計表にコメン

トとして付している。 

上記の「授業評価アンケート」及び「教育環境調査」の結果は、学内に掲示して学生の

閲覧に供している。 

 また、毎年 2回、教員相互による「授業公開」と、その後に開く「講評会」では、事前

に指定した講評員を交えて授業法等の改善等について意見交換を行っており、その結果に

基づく改善策の策定と提出を求めている。 

このほか、その時々の学生教育のための課題等について報告者を定めて話題提供を求

め、それらについて相互に意見交換を行うワークショップを年 2回開催している。これら

の取組はすべて「FD 活動報告書」としてとりまとめ、全学に配付して、各教員の授業改善、

大学全体の教育の質の向上のために活用している。 
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④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間文化学部 100 人 59 人 59％ 400 人 245 人 61.3％ 人 人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 100 人 59 人 59％ 400 人 245 人 61.3％ 人 人 

（備考） 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間文化学部 
16 人 

（100％） 

2 人 

（  12.5％） 

9 人 

（  56.2％） 

5 人 

（  31.2 ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
16 人 

（100％） 

2 人 

（  12.5％） 

9 人 

（  56.2％） 

5 人 

（  31.2％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 
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⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
毎年作成する「講義要録 SYLLABUS」には、「科目名」「担当教員」「科目区分」「開

講期間」「曜日・時限」「授業形態」「単位数」「授業概要」「学習の到達目標及び学習

の成果」「事前及び事後の学習」「授業スケジュール」「使用教科書」「参考書・資料」

「成績評価方法」「成績評価基準」「履修上の注意事項や学習上の助言」等の項目を設け

て記述している。 

「講義要録 SYLLABUS」は、次年度用を前年の 10月から教務委員会において検討を開

始し、各授業担当教員作成を指示し、提出された各授業科目のシラバスの内容の確認・

調整を行ったうえで学長により決定している。決定後は、印刷製本のうえ、学生、教職

員全体（非常勤講師を含む。）に配付して周知を図っている。学生に対しては、年度初め

のガイダンスにおいて、同時に配付する「履修案内」冊子とともに、授業の内容、学習の

到達目標及び成果、成績評価の方法や基準、授業の形態、年間の授業計画、諸行事等に

ついて説明を行っている。学生は、これらに基づき当該年度の履修登録を行うが、ガイ

ダンスでの履修登録の方法等の全体指導とともに、クラス担任教員及び学務課職員から

の個別指導も行って、学生の円滑な履修に努めている。 

また、実務経験のある教員による授業科目については、本年度の「講義要録 2019 

SYLLABUS」には、個別の授業科目ごとには記載していないため、「2019 年度 実務経験の

ある教員による授業科目一覧」を作成し、別途学生に周知するとともに、学生掲示版へ

の掲示も行っている。「講義要録 SYLLABUS」に概要を一覧として掲載し、本学ホーム

ページにも掲載して公表している。 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間文化学部 
人間文化学科 126 単位 有・無 46 単位 

 単位 有・無 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：公表方法： 

大学ホームページの「学部紹介」→「教育課程の体系

性」→「学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の

認定に当たっての基準」で公表 
https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/faculty/curriculum 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：大学ホームページの「学部紹介」→「教育課

程の体系性」で公表 
https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/faculty/ curriculum 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：大学ホームページの「大学概要」→「教育設備案内」及び「教育情報の公表」

→ 「校地・校舎・学生の教育研究環境等」で公表 

https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/outline/inst 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 
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学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間文化

学部 

人間文化

学科 
650,000 円 250,000 円 240,000 円  

 円 円 円  

      

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、次のような修学支援を行っている。 

① クラス担任制を採用し、学生の日常的・全般的な修学に係る相談・指導に対応してお

り、相談・指導状況は、学務課に設置している「クラス担任別ポートフォリオ」に記

録することとしている。 

② 専任教員全員がオフィスアワーを設定し、学生が各教員の研究室を自由に訪れるよ

うにしており、修学上の相談を行い、必要な支援を行っている。なお、本学は小規模

大学であるため、教員と学生は近い関係にあり、しばしば顔を合わせることから、オ

フィスアワー以外の時間でも、教員から声をかけるなどの対応も行っている。 

③ 保護者懇談会を定期的に毎年１回、６月に実施しており、保護者と大学が連携し学

生が安心して修学できるよう意見交換を行い必要な支援を行っている。また、このほ

か保護者の要請や大学の判断により、必要に応じて随時、保護者との懇談を行って修

学上の課題解決を図っている。 

④ 学生の声を聴くことにより修学環境の改善向上を図るため、全学生を対象とするア

ンケート調査を実施している。隔年で「教育環境調査」（FD委員会担当）を実施する

とともに、毎年「学生満足度調査」（学生委員会担当）を実施しており、その結果出

された学生の意見・要望等は個別に検討して改善を図るほか、施設整備計画等大学運

営にも反映させている。また、これらの調査結果は、教職員に周知するほか、学生の

閲覧にも供するため学内に掲示を行っている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

① 就職に関する支援については、就職相談室を設置し、関連資料や求職票を配置し、

学生が就職に関する情報を自由に収集できるようにするとともに、進路担当教員によ

る、就職活動や大学院への進学等を含む個別相談を実施するともに、夏・冬・春の年

３回、「進路・就活準備セミナー」を学内で開催し、進路・就活の具体的対応策等に

ついてアドバイスを行っている。 

② 教員スタッフには、キャリアコンサルタント及び産業カウンセラー資格等を有し、

実際に他大学や関係団体等でキャリアカウンセリングやキャリア関連業務の実務経験

のある教員もおり、外部の専門講師による就職セミナー等を企画・実施して就職活動

のノウハウや面接技法等に関する支援を行うとともに、小規模大学の利点を活かし

個々人に向かい合い、一人一人に合った適切な支援活動ができる体制を整え、取り組

みを行っている。 
 

 

 

 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 
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⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

年間の教育研究活動等の状況を「人間文化研究紀要」として毎年刊行しており、「愛国

学園大学学術機関リポジトリ」として公開している。 

 

また、北総文化研究センターを設置しており、本学教員が定期的に研究会を開催してい

る。毎回の開催日、講演者及びタイトルをホームページに掲載している。なお、講演の概

要等については、上記「人間文化研究紀要」に収録しており、「愛国学園大学機関リポジ

トリ」で公表している。 

 

〇大学ホームページの「キャンパス案内」→「附属図書館」→「愛国学園大学学術機関リ

ポジトリ」 で公表 

 

https://aikoku-u.repo.nii.ac.jp/ 

〇大学ホームページの「キャンパス案内」→「北総文化研究センター」→「北総文化研究

会」で公表 

 https://www.aikoku-u.ac.jp/jp/campus/Hokuso 

 

  

 

 


